



















































































   ・法源の選択
（制定法・慣習法・条理）


















































































































































































































































  1） 山下ほか（2013）p. 2
  2） 大屋（2006）p. 4
  3） 野矢（2010a）p. 165参照
  4） 山下ほか（2013）pp. 4‒5
  5） 山下ほか（2013）p. 7
  6） 笹倉（2010）pp. 3‒4
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 10） 笹倉（2010）p. 8
 11） 笹倉（2010）p. 12
 12） 笹倉（2010）p. 12
 13） 高橋（2004）pp. 187‒189
 14） 大屋（2006）p. 69
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には答えていない（本
文 3‒2後段参照）。
 17） 野矢（2010a）p. 148
 18） 野矢（2010a）p. 148
 19） 野矢（2010a）pp. 148‒149
 20） 野矢（2010a）p. 154
 21） 野矢（2010a）p. 154
 22） 野矢（2010a）p. 154
 23） 野矢（2010a）p. 154
 24） 大屋（2006）p. 138
 25） 大屋（2006）p. 137
   直接的規約と派生的規約の例を挙げると、1kgは 1000gとするのが直接的規約であり、2kgは 2000g
となるのが派生的規約である。限定的規約主義は、1kgが 1000gと取り決められることにより、他の
派生的規約はその導出の確定性より導かれるとする。
 26） 野矢（2010a）p. 164
 27） 野矢（2010a）p. 176
 28） 大屋（2006）pp. 139‒140
 29） 大屋（2006）p. 140





 30） 大屋（2006）p. 169




 32） 大屋（2007）p. 294
























 36） 図 2の「条文の適用の仕方」における（リ）は、論理的には否定されないがその法解釈の説得力は
著しく低くなるといえる。（リ）に当たる 2006年改正前の利息制限法 1条 2項に関する最高裁判決に
ついて笹倉，2010，pp. 148‒151参照。
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